[bookmark: _GoBack]どちらかというと優柔不断な性格で、レストランとかに入ってもなかなかメニューが決められない。しかし、人生の節目においてはあまり物事を深く考えず、勢いで決めてしまうことが少なくない。会社をやめたのも、結婚をしたのも、家を買ったのもすべてそうだ。妻とは初めてデートをした一週間後にはプロポーズをしていたし、家を買おうと決心して、二週間後には家を見つけて契約をしていた（さすがに家を買うときは妻に「ちゃんと考えろ」と言われた）。
会社もそうである。「会社を作るぞ」と思いついたのが6月の下旬。それからいろいろ書類をそろえて、7月7日に設立準備を終えて登記申請し、7月15日に晴れて登記が完了した。その気になれば半月で会社ができるのだ。
会社を作ろうと思ったきっかけは、ある日、送られてきた一通の郵便物である。差出人は区役所。中身は国民健康保険料の納入通知書だった。学生のときのアパートの家賃よりも保険料の方が高い？（6畳一間で月27,000円）
